
           一般社団法人実践コーポレートガバナンス研究会 第 174 回月例勉強会 

東証が進めるガバナンス改革・市場改革の取り組み 

～コード改訂、資本コストや株価を意識した経営、 

少数株主保護を中心に～ 

  

日 時 
2026 年 7 月 14 日（火） 16:00～17:30 （受付開始 15:30） 

※ オンラインでの同時配信を実施します。後日の録画配信も予定しております。 

  
会 場 AP 東京丸の内 （東京都千代田区丸の内 1-1-3 日本生命丸の内ガーデンタワー3 階） 

  
参加費 会員 3,300 円／一般 6,600 円 （税込） ※ 事前のオンライン決済をお願いいたします。 

  
東京証券取引所は、上場会社における中長期的な企業価値向上と少数株主保護を後押しするため、ガバナンス改革・

市場改革を進めています。 

今般のコーポレートガバナンス・コード改訂では、形式の整備にとどまらず「実質的な対応」の深化に注力できるよう、

原則が大きく再整理されるとともに、重要なポイントの一つとして「経営資源の適切な配分」が強調されています。 

「資本コストや株価を意識した経営」については、要請から 3 年が経過し、企業の意識は着実に変化しつつありますが、

取り組みはまだ道半ばと言えます。今後のさらなる進展に向けて、本年 4 月には要請がアップデートされ、「経営資源の

適切な配分」を中心に、投資家の期待や取り組みのポイントが公表されました。 

また、昨年には少数株主保護の実効性確保の観点から企業行動規範が見直され、MBO 等の構造的な利益相反リスク

の高い取引における開示の充実等が求められるとともに、直近では少数株主の賛否割合等の開示を求める制度見直し

も進められています。 

本セミナーでは、東京証券取引所上場部長の渡邉浩司氏をお招きし、こうした一連の改革の背景にある問題意識と企

業への期待について、投資家から寄せられている声や具体的な事例を交えてお話しいただきます。 

 

講 師 
渡邉 浩司 （わたなべ こうじ） 氏  

株式会社東京証券取引所 上場部長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
2000 年に東京証券取引所に入社。株式市場部門、清算決済部門での勤務を経て、2006 年か

らダートマス大学 Tuck School of Business に留学し、経営学修士課程を修了。 

その後、上場部で上場制度、コーポレートガバナンス改革を担当し、コーポレートガバナンス・

コードの導入、改訂などに携わる。その後、清算決済部門での勤務を経て、2024 年 4 月から

現職。資本コストや株価を意識した経営、グロース市場改革などを推進。 

  
お申込 

方法 

勉強会の詳細とお申込方法は、各回の約 1 ヶ月前にメールでご案内いたします。 

メールが届いていない場合は、セミナー事務局 seminar@icgj.org までお問い合わせください。 

  

主 催 
 

 

一般社団法人実践コーポレートガバナンス研究会 

www.icgj.org ｜ Tel: 03-3539-3208 

〒105-0003 東京都港区西新橋 1-18-6 クロスオフィス内幸町 3F 

  



 会 場 の ご 案 内 

  
会 場 AP 東京丸の内 

      

住 所 
東京都千代田区丸の内 1-1-3 日本生命丸の内ガーデンタワー3 階 

Tel：03-5224-5109 

  

交 通 
JR・丸ノ内線「東京駅」／丸の内線・千代田線・半蔵門線「大手町駅」から徒歩約 4 分 

都営三田線「大手町駅」D6 出口直結 

 

 

 

会場：AP東京丸の内 

大手濠 

 


